
触覚退散の回復は架道されず。

SGLは安全で特別な技術が不要なため，容易に

SGBの代用とすることができる。その機事として交

感神経の異常興奮の抑制などが考えられる。

CCIに対して SLによる交換神経節近傍照射は鎮痛

効果を示したO

2. Experimental study of mechanical anastomosis 

with new biodegradable ring device. 

｛新しい吸収性リングを用いた識小血管の器械吻合

の実験的研究）

定地茂雄（整形外科学）

ring-pin方式の器械吻合はポリエチレン製のリング

の製品が既に市販されているが ワング辻半永久的に

吻合部に残存する。この難点を解決すべく，リングの

材質を生棒吸収性素材に変更し，吻合器を作製した。

この新しいつングを兎の大腿静脈の端端吻合へ応用

し，肉眼，光学顕微鏡及び、走査電顕にて形態学的観察

を行った。吻合した58本の静援のうち54本の静脈が

関存し，開存率は92.9%であったO 1）ングは吻合後15

週目でその大部分が融解し 30週目には完全に融解

していた。組織学的には吻合後 1週間で断裂した内膜

は再内皮化され， 3週の時点では血管外のリング毘圏

に炎症掘抱の浸i間が頭点に達したが， 6遅間以内に炎

症誌を真静化した。血管外に残存したステンレスピンが

皇管壁に悪影響を及廷している所見は認められなかっ

た。この吸技性のリングは従来のワングの欠点を補う

新たな器械吻合材科として有用であると考えられる。

3. ZK?, a novel zinc finger gene, is induced by vas-

cular endothelial growth factor and inhibits apoptotic 

death in hematopoietic cells. 

｛血液紹抱において血管内皮増殖昌子により誘導さ

れ，アポトーシスを抑制する新規 Zinc-Finger型遺

伝子司 ZK?)

読本 憲〈原医研・血液内科）

［§的］血管内皮増殖因子（VEGF〕のアポトーシス

抑制効果の分子的メカニズム解明のため， VEGFによ

り発現誘導される遺伝子のクローニングとその機能解

析を試みた。

［方法］①CMK86縮胞 cDNAライブラリーから新

規 cDNAを単離した（ZK7と命名）。②ヒト各議器，

骨髄造血前駆組鹿における発現パターンを検討した。

③Z五7強髄発現細胞を作製し，放射線， fヒ学療法剤

刺激後のアポトーシスを検討した。

i結果］会Z豆7遺伝子は， 289アミノ離よ乃形成さ

285 

れ， N末には KRAB ドメイン， C末には zincfinger 

モチーフを 7摺有していたo @CMK86，骨髄造血前

駆細砲において VEGF刺激後に発現上昇することが

確かめられた。③ZK7強制発現細詑ではそれぞれの

刺激に対するアポトーシスが抑制された。

［考案］血液細鞄における VEGFのアポトーシス

抑制効果には， ZK7遺伝子が重要なi動きをしている

可能性が示唆されたO

4.τype 1 A dopamine receptor expression in the 

heart is not altered in spontaneously hypertensive 

rats 

（心臓におけるドーパミン 1A受容体の発理は高畠

圧自祭発症ラットに£いて変化していない）

松本敏幸〈臨未検査医学）

［背景ISHRと正常盛庄ラットとの関の linkage

analysisで心重量にドーパミン lA受容体（D1A）遺長

子が最も強い棺関があることが報告されたが，その生

理的役割は不明。

［目的】 SHR/lzmの心肥大の進展に， D1Aの発現量

が関与しているか否かを検討。

｛方法］ 4' 8友び、20適齢の SHRとWKYで各 9

匹。車圧瀧定後心重量を測定，抗D1A受容体抗体を用

いた免要組織染色と競合的 PCR法による D1AmRNA

の発現量を検討。

［結果l8・20週齢の SヨRで血圧と心／体重量え

は WKYに比し有意に増加，組織学的にも心篇細鞄横

断径の増大と線維芽細胞の増殖を認めた。免疫紐識染

色で D1Aは血管平靖筋と心筋細胞に存在し，繊維芽組

胞には存在しなかったがこの分布は南群間に差無し。

競合的 PCRでは SHRに於ける DLA.ffiRNAの発現量は

何れの週斡でも WKYと差がなかったが SHR, WKY 

の掠れも 4遇齢に比し 8週齢と20週齢で有意に発現

量が減少していた。

［総括ID1A受容体mRNAの発現量の変北は， SHR

の心筋盟大に関与しているという叡説は支持出来な

かった。

5. Small G protein Ral and its downstream mole-

cules regulate endocytosis of EGF and insulin 

receptors 

（抵分子量 G 蛋白質 Ralとその下流分子が EGF

およびインスリン受容体のエンドサイトーシスを制

御する）

中島真太郎（外科学第二）

Rasの下流には豆alGDS／託al/RalBPlというシグナル


